


�©�¶
æ�©�¶�J�w�°
æ�ó�q� �̀o

�.�&�%�$�x�z�0
Þ�G�¶�w�©�¶
æ

�w��
²�­�­�t�‹
��X���˜�l�o

�M�‡�b�{�0
Þ�G�¶�©�¶
æ�x�;

�w�$�t�ð�J�,
k���w�Â�á�Ä�”

�æ�ž�ç�­�­�›	��.�q�`�h�§�æ

�©�á�å�Ü�›
Ê�œ�p�M�‡�b�{�Ù

�å�x�z�f�•�t�{�å�b�”�\�q�s

�X�z�7�‘�s�­�­�ž�Ó�é�”�½�›


u�Ã�$�t�‹�Ö�`�z�¶
\�w�¶�|

� › � 7 � G � v � t � ¾ � V 	 Z � b � ‚ � X � z

�*�$�5�›�æ�–�`�h	ý�`�M	$�À�•

�î	6�›
*
��`�o�M�‡�b�{

�. �&�%�$�w�§�Ì�”�b�”�J�è�x

�î�t���7�p�b�{�f�‘�w�É�¿�Ä

�ë�”�«�›
\�T�`�¶�º�w���è�2

�w�ˆ�s� ’ �c�z� � �G�¶�~�0
Þ�]

�º�Ž�w�7�‘�s�©�­�;���q�w�¯

�å�Ø�è�” � ³ �ã� ï � › 
$� l �o�â

�Ç�”�«�s	$�À�w���™�t�R�Š�o

�M�‡�b�{

�ô�¶�å

�Ÿ	š�î	6�w	j
‹�­�­�›

� r � l � o � M � ‡ � b � {� ‡ � h � z

�0�4�$�&�s�r�w
°�A�t�m

�M�o�¶
æ�•�©�£�­
R
*


��·�ï�»�”�q�È���`�o

�á�æ�t�€�h�̀ �o�M�‡�b�{

�¤�¶�å

�Z�€�è�.�g�T�’�©�•�Ø


€�w�,�Š�•
��w�å� �Ñ

�±� �«�ç�›�g�r�b�”�h

�Š�t
ž�A�s
����þ�q�¶

�%�w	$�À�‹	��“�Ö�•�o

�M�‡�b�{

��
²�­�­
�”�©�¶
\�w�¶�|�›�§�Q�”�”

�ÿ�¶�å

�•�¬�w	E�½�q�w�¦�v�•

�ª
ƒ�w�Z�ð�s�r�›�.�g

�p�V�”�F�B�S�M�Z���F�Y�Q�P�T�V�S�F

�•�z�¯�Û�á�Ç�­�”�³�ã�ï

� w � , � Š � › � ¶ � • � î 	 6 � ›

�r�l�o�M�‡�b�{

－ 45 －



ヘルスシステム演習
Early Exposure and Health System

プロフェッショナリズム、患者・地域理解、多職種連携コンピテンシー

対象・期間

対象：医学科1年生
期間：前期　5月～6月、木曜日・金曜日

授業概要
医学部医学科の学生が、入学初期から実際の医
療・保健・福祉の現場を見学・体験することに
より、医学生としての自覚を高め、勉学への動
機付けを図る。
医療・保健・福祉の現場で専門職の方々の指導
のもと、現場でどのようなことが行われている
のかを知り、将来医療者となる自分が今後何を
なすべきかを考える機会をもつ。
第1週目は事前研修を行い、第2～5週は各施設
に出向き実習やグループワークで課題に取り組
む。第6週目は最終報告会を行い実習での成果
を共有する。

学習目標
・�医療者としてのプロフェッショナリズムの基

礎を養う
・�医療・保健・福祉の対象者や、地域の暮らす人々

を包括的に理解する
・�医療・保健・福祉におけるICTやAIなどの情

報科学技術の利用方法を知る
・�住民や医療スタッフと適切なコミュニケーショ

ンができる
・�医療・保健・福祉に関わるスタッフを知る

特色・報告
これまで初期体験実習で行ってきた地域の医療
機関等への見学・実習を基盤として構成し、さ
らに地域のヘルスシステム（医療・保健・福祉
などのシステム）を理解することを目的にした
授業である。また、見学・実習を通じて学生自
身が感じた社会や医療の問題を取り上げ、その
解決策を提案することを最終課題で求めた。

・医療者としての態度を養う第1歩となる
医学科入学直後の授業であり、地域の医療機
関等へ訪問をする際の、挨拶などのふるまい
や学ぶ姿勢を身につける機会となる。

・地域の医療機関等、現場での見学・実習を行う
医療の様子やそこで働く医療等のスタッフ、
患者や住民との交流を体験し、実際に行われ
ている医療や現場の様子を感じる。

・�学生が地域の社会や医療における問題を挙げ、
その解決方法を考える
見学・実習を通じて実際に見て感じたことから、
社会や医療の問題を抽出する。そして、生成
AIなどのツールを用いて解決方法を検討し提
案する。

今後の課題と抱負
従来の初期体験実習を改変した新規開講の授業
であった。地域の医療機関などとの連携を重要
視し、適切な関係を保ちながら授業を実施する
ことが大切である。
教職員側も地域のヘルスシステムの理解を深め
つつ、授業運営をすることが求められる。

MEDC 担当教員
川上ちひろ　西城卓也　高橋美裕希　野村理

宮地由佳　早川佳穂　木原美波
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医療キャリア形成学実習
Practicumin Healthcare Career Development

出会う物事や人々との関係性の中で自身の文化を変容させなが
らキャリア形成を（医学科1年生として）実践できるコンピテンシー

対象・期間

対象：医学科1年生 
期間：10月2日～11月20日

授業概要
自分自身の文化を省察し、医学、医療、他者の
文化や文脈に触れる機会を設け、自身を変容さ
せながらキャリアを形成するプロセスを体験し
ます。この体験によって予期せぬことが起きた
際にもしなやかにキャリア形成を継続できる力
を養うことを目標としています。

学習目標
・�キャリアはどのように形成されるのかを説明

できる
・�自分自身の文化（アイデンティティ）を説明

できる
・�他者の文化（アイデンティティ）を知る姿勢

を持ち、理解しようとする姿勢を持つ
・�医療が行われている地域の文化、文化的文脈

を理解し、説明することができる
・�出会う物事や人々との関係性の中で自身の文

化を変容させながらキャリア形成を（医学科2
年生として）実践できる

特色・報告
多様な講師の本音を聴き、対話でつくる授業
起業、基礎医学研究、文化人類学、留学…多様
なキャリアを形成している講師陣を招き、講話
では、成功体験だけでなく、人生の困難な場面
でどのように乗り越えてきたのかを含めて「本音」
を聴くことができました。

グループディスカッション・オンライン記録
講師講話を聴講後に、3－4名のグループで感想
と講師に質問してみたいことを話し合います。
グループディスカッションの内容を各グループ
の学生はその場でTeamsに書き込みました。

講師との対話
グループディスカッションでまとめた感想と質
問をグループごとに発表し、講師やその場にい
る学生全員と共有し、対話しました。

個人振り返り・手書きシート記入・教員からの
返信
最後に、個人でその日のまとめと振り返りを手
書きでシートに記入しました。全員の振り返り
シートを教員が読み、手書きでコメントを入れて、
全員に返却しました。

今後の課題と抱負
「動画で学習できる時代において、講義室に集
い対面授業を受ける意義とは何か」をテーマに、
録画を行わないことで生まれる率直な意見交換
を重視し、大講義室における対面授業に「双方
向性」を付与する可能性を学生と共に探究して
いきます。

MEDC 担当教員
髙橋美裕希　西城卓也　川上ちひろ　宮地由佳

野村理　早川佳穂　木原美波
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医学概論
Introduction to Medicine

医学・医療の包括的知識を身につけるコンピテンシー

対象・期間

対象：医学科1年生 
期間：4月10日～7月24日

実習概要
6年間の医学教育課程のスタートとして、医学
とは何か、人間の本質とは何か、医学の成り立
ち等、多彩な講師によるオムニバス形式で実施
されています。

学習内容
MEDCでは以下を担当しています
①「多職種連携医療を体験してみよう」　7/3

特色・報告
コミュニケーション体験
医療を行う上で患者や多（他）職種実習とのコ
ミュニケーションは非常に大切です。6年間の
授業や実習でも必要となるコミュニケーション
を体験する最初の授業です。

看護学科との合同授業
医療の重要なパートナーの一人となる看護学生
と交流できる、学生時代では貴重な授業の機会
です。この授業では、他職種の基本が学べるよう、
看護学科の教員とも協力して実施しています。

オンラインを取り入れた授業
授業ではICTシステムを取り入れています。ス
マートフォンで簡単なクイズに答えてもうなど
の工夫をしています。また、Microsoft Teams
で授業の事前アナウンスや感想を記入してもら
うなどに利用しました。

今後の課題と抱負
医学生が大学生になり最初に受講する授業です
ので、医学・医療とは何かについて、興味が持
てるような話題提供ができるようにしたいと考
えています。

MEDC 担当教員
川上ちひろ　高橋美裕希　木原美波　西城卓也
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テュトーリアル選択配属
Research Experience （Elective）

リサーチマインド、批判的思考力、自己学習能力コンピテンシー

対象・期間

対象：医学科2年生 
期間：1月6日～３月14日

実習概要
10週間で研究計画の立案、実施、分析、発表ま
でを体験する科目です。学生自身が興味のある
研究課題を見出し、主体的に研究活動を行います。

学習目標
医学教育学の選択配属では、学生の主体的な研
究立案、データ収集・分析、考察、発表といっ
た研究の一連の流れを体験することで、学生の
探求心、研究に対する基本的理解の向上やエビ
デンスに基づく思考力、主体的な学習態度を涵
養し、さらにチームメンバーや研究にご協力い
ただく方との交流を通して、コミュニケーショ
ン能力やプロフェッショナリズムを育むことを
目標としています。

特色・報告
主体的な研究活動
学生の問題意識を研究課題にすることで、主体
的に取り組める工夫をしています。文献の共有
や、分析、資料作成は同期型・非同期型をブレ
ンドし、効率的に研究を進めています。

質的研究/量的研究の経験
研究テーマにあわせて量的研究と質的研究の実
施を促しています。
令和7年度のテーマ
・医学教育での学習環境評価（MEDCチーム）
・�移動診療車の医療DXは飛騨高山にどのような

変化をもたらすのか（地域共創型飛騨高山医
療者教育学講座チーム）

研究成果報告会
期間中の研究成果を3月に学内の報告会で発表
しました。

学会発表
選択配属終了後の学生が、「移動診療車の医療
DXは飛騨高山にどのような変化をもたらすのか」
を令和7年11月の飛騨高山学会で発表を行いま
した。

今後の課題と抱負
集中して学生が研究に取り組むことで、学習目
標の到達に近づく一方で、ここで養った力を継
続的にのばしていくことが課題であると考えら
れます。研究室選択配属終了後のフォローアッ
プにも力を入れていきたいと思います。

MEDC 担当教員
野村理　宮地由佳　髙橋美裕希　西城卓也

川上ちひろ　早川佳穂　木原美波　鷹羽律紀
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医師患者関係
Doctor-Patient Relationship

患者・家族への適切なコミュニケーションスキル
および、心理・社会的背景の理解や配慮コンピテンシー

対象・期間

対象：医学科4年生
期間：6月30日～7月4日

実習概要
本授業は、1年生のヘルスケアシステム演習と4
年生の臨床実習前OSCEをつなぐ位置づけとし
て、医師―患者関係および医師―患者間コミュ
ニケーションの基本を、体験学習を通じて学ぶ
授業です。

学習目標
本授業では、医師と患者が信頼関係を築きなが
ら診療を進めるために必要なコミュニケーショ
ンの基本要素を理解し、他者と議論できること
を目指します。あわせて、医療面接がどのよう
なに構成されているのかを学び、初診医療面接
を実施できる力を養います。加えて、医師―患
者関係の基本的な考え方を踏まえ、医療者とし
て求められる態度（敬意、共感、誠実さ、守秘
など）について根拠をもって話し合えるように
なることを重視します。

特色・報告
初診の医療面接の基本を学ぶ
臨床実習前OSCEの学習評価項目を基に、動画
教材を作成し、授業内教材として活用しました。
医療コミュニケーションの基本を学んだ後、医
療面接を複数のパートに分け、各パートにおい
てレクチャーと相互練習を組み合わせた授業を
実施しました。

模擬患者との初診医療面接実習
臨床実習前OSCEと同じような環境で、模擬患
者との初診時医療面接を実施し、そのパフォー
マンスを教員が評価し、即時フィードバックを
行いました。

市民インタビューとシナリオ討議で医師患者関係
を学ぶ
市民の方々にご協力いただき、学生はグループで
インタビューを行い、医師との信頼関係や共感に
関するお考えを伺いました。その後の授業では、
共感に関する学びを深めるとともに、シナリオを
用いたディスカッションを実施し、医師―患者関
係について考えながら学習を進めました。

今後の課題と抱負
昨年に引き続き、学生がアクティブに学んだり、
動画教材を活用し、いつでも復習できるように工
夫しました。来年度はさらに授業内容を見直し、
多様な患者への理解を深めるように改善します。

MEDC 担当教員
早川佳穂　西城卓也　野村理　川上ちひろ

宮地由佳　髙橋美裕希　木原美波
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臨床推論（西洋医学的アプローチ）
Clinical Reasoning

医学知識と問題対応能力をつけるコンピテンシー

対象・期間

対象：医学科4年生 
期間：10月6日～10月24日

実習概要
臨床実習準備の一環として，総合内科学等と共
同実施している科目です。この実習の直後に始
まる参加型臨床実習に必要な知識やスキルの修
得だけでなく、医療者としての価値観の土台を
作ることをねらいとしています。

学習目標
本コースは臨床実習のどの科でも必要な基本的
臨床能力（知識・技能・態度）を身につけるこ
とを目標としています。様々な症候・症状に対
して、病歴聴取や診察を通じて診断にたどり着
く思考力（西洋医学的アプローチ）、そしてその
症例呈示ができる力を、日本語だけでなく英語
で身につけます。

特色・報告
オンライン化
Microsoft TeamsやWeb会議システムを駆使
し、オンライン授業と対面での演習を織り交ぜ
て実施しています。

様々なエキスパートの招聘
今年度から、生きた英語での病歴聴取や診察の
トレーニングのみならず、医学の学び方や医療
人としてのあり方について、医療英語の第一人
者の一人である押味貴之先生（国際医療福祉大
学）から直接学ぶ機会を提供しています。また、
同期型のオンライン授業のおかげで、望月礼子
先生（鹿児島大学）や髙橋慶先生（医療生協さ
いたま生活協同組合　川口診療所）など、様々
な地域からの貴重な講義を継続できています。

模擬カンファレンス
臨床実習での症例カンファレンスで堂々と症例
プレゼンテーションし、臨床推論の議論に参加
できるよう、模擬症例カンファレンス形式の口
頭試問法を開発し実施しています。

今後の課題と抱負
この実習の次の科目が「ライフサイクル」で、
症例を社会医学的なレンズから考察する授業を
行います。その授業と連動させて、患者の診断
に必要な臨床推論（医学）のレンズと社会的レ
ンズから患者さんを見られるよう、カリキュラ
ム開発を進めています。

MEDC 担当教員
宮地由佳　西城卓也　川上ちひろ　早川佳穂

野村理
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ライフサイクル
Life cycle

人間の生き方を知る、医学知識を問題解決に応用するコンピテンシー

対象・期間

対象：医学科4年生 
期間：10月27日～10月31日

授業概要
様々なライフサイクルを経る人間の一生を生物
心理社会モデルの視点でアセスメントします。
そしてそこで起こる問題や課題に対して、これ
まで学んできた知識を応用して問題解決方法を
考えます。

学習目標
多職種で高齢者や家族の支援を議論できる、人
の発達の特徴と課題を説明できる、家族のライ
フサイクルやシステムについて事例を通じて議
論できる、情報・科学技術による医療・介護・
福祉の変容が予測できる ことを目標とします。

特色・報告
他の医療系大学との多職種連携授業
岐阜大学医学部医学科は、岐阜県内の他の医療
系大学（朝日大学、朝日大学歯科衛生士専門学
校、岐阜市立女子短期大学、岐阜薬科大学、平
成医療短期大学）と連携授業を行っています

（10/27）。

学内の様々な領域の医師との連携
臨床実習で指導いただくことになる精神科、産
科婦人科、脳神経内科などの医師に動画教材の
作成を依頼することで、臨床実習までに学んで
おいてほしい知識の準備をしています。

オンラインを取り入れた授業
多職種連携授業では、Web会議システムを用い
て授業を行いました。また、ライフサイクルに関
する動画教材を多く作成し、Microsoft Teams
を用い、自己・グループ学習のきっかけをつくっ
ています。また最終日にはグループで作成した課
題発表と共有を行います。

今後の課題と抱負
　「臨床推論」と関連した授業構成であるため、
双方の授業が効果的に学べるような進め方を
工夫したいと考えています。動画教材を多く
視聴してもらい、グループワークで課題解決
を検討するように促していますが、有意義な
グループワークができるよう課題提示を工夫
したいと考えています。

MEDC 担当教員
川上ちひろ　西城卓也　高橋美裕希　宮地由佳
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医療英語・国際交流
Medical English・International communication

英語コミュニケーション、異文化対応能力コンピテンシー

対象・期間

対象：医学科4年生

実習概要
昨年度までは、6年次の選択臨床実習期間に海外
の医療機関での実習を希望する者を対象とした
選択授業として行われていました。本年度からは、
卒前医学教育の国際化促進を目的とし、4年次の

「臨床推論」の１コンテンツとして全ての学生が
履修するコースとなりました。英語による医療
面接や身体診察をロールプレイを通じて学びます。

学習目標
英語話者との診療で求められる医療面接や身体
診察を含む患者コミュニケーションに必要な英語
表現を習得します。また、海外臨床実習希望者
には、補講を開催し、実習先の指導医や医療者
間の会話内容が理解できる英語力を目指します。

特色・報告
外部講師の招聘
日本での医療英語教育に精通している講師を招
聘しています。

コンテンツ
英語での医療面接と部位別の身体診察を学生同
士でのロールプレイを通じながら習得します。
海外臨床実習を希望する学生には、模擬患者役
を演じてもらい、実践的な英語での会話の機会
を多く設けるようにしました。

海外臨床実習
25-26年度は、アメリカ、イギリス、オースト
ラリア、カナダ、タイなどへ20名が計28施設
で実習参加しました。

英語試験の変更習
海外臨床実習を行う学生が充実した臨床経験が
できる英語力を担保することを目的に従来の
TOEFL ITPからOET Medicineに変更するこ
とが教務厚生委員会で決定されました。また、
OET Medicine受験のための自己学習を促進す
る目的での英語教材の紹介などを行っています。

今後の課題と抱負
海外臨床実習を行った学生と、今後希望する
学生との交流会などを運営し、学生が自主的
に海外臨床実習への情報を取集できる環境を
構築していきます。

MEDC 担当教員
野村理　宮地由佳　早川佳穂　西城卓也
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英語OSCE
English OSCE

英語コミュニケーション、異文化対応能力コンピテンシー

対象・期間

対象：医学科5年生
期間：課外実習（6月28日）

実習概要
海外臨床実習の希望者対象の準備教育の総括と
して、英語OSCEを実施しています。試験は3
ステーションで構成され、症例シナリオが提示
されたあとに、医療面接や症例報告に関する実
技試験を行います。

学習目標
海外臨床実習で求められる医療面接や身体診察
において必要なコミュニケーションや英語表現
や態度、非言語コミュニケーション能力等を総
括的かつ形成的に評価し、今後の学習につなげ
ることも目的としています。

特色・報告
オンラインOSCEの実施
今年度は本学のチュートリアル室において、岐
阜大学の学生26名を対象に実施しました。岐阜
大学教員4名、非常勤講師2名の計6名を評価者
とし、MEDC教員とMEDC事務職員それぞれ1
名および学務職員1名の運営管理のもと、英語
話者の模擬患者3名に協力いただき実施しました。

運営の工夫
昨年よりも受験者が1.5倍に増えたことから、試
験列を3列としました。その結果、評価者や模
擬患者のリクルートを比較的時間をかけて慎重
に実施することで、運営が可能となリました。

今後の課題と抱負
教職員の十分な準備に運営している英語
OSCEではありますが、学生の英語力のばら
つき、シナリオの難易度設定、十分な信頼性
を保持するステーション数の確保な困難なこ
とが課題でありました。これらの問題を解決
しつつ、学生が十分な英語コミュニケーショ
ン及び臨床能力を持ち有意義な海外臨床実習
で行える方策について、MEDC教員での議論
及び教務厚生委員会で審議の結果、今年度で
英語OSCEを終了し、次年度からは海外臨床
実実習の要件にOET Medicine試験を課すこ
ととなりました。

MEDC 担当教員
野村理　早川佳穂　宮地由佳
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里親（里子）支援
Student Support

心身の安定をはかる、学生相互交流をするコンピテンシー

対象・期間

対象：医学科1～6年生
期間：通年

概要
MEDCに割り振られた学生（１学年3名〜8名程
度）と授業外でつながりを持ち、定期的に面談
を行います。
学生の状況把握と、困りごとへの相談に対応し
ます。

目標
学生が心身ともに健康な状態で学業に望むため
に、基盤を作つくります。学内で、クラスやサー
クル以外でのネットワークを作ります。

特色・報告
活動内容
教員とのつながりを持つため、定期的に面談を
行なっています。そこでは学生相互の交流も行
います。
また、定期的にイベントを計画し、学年を越え
た交流も行っています。また卒業生ともつなが
りを持ちながら活動を行っています。

連絡方法
里子学生とは、Microsoft Teamsを通じて、連
絡等を行なっています。

今後の課題と抱負
里親－里子関係は、主となる学生支援ではなく、
緩いつながりです。学生によっては不要と感じ
ることもあるかもしれませんが、学生支援にお
けるセーフティネットの一つとして機能するこ
とを期待しています。

MEDC 担当教員
西城卓也　野村理　川上ちひろ　宮地由佳

早川佳穂　木原美波　髙橋美裕希
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学内活動・学外活動 





指導医講習会
CLINICAL TEACHER TRAINING@GIFU PREFECTURE

岐阜県医師育成・確保コンソーシアムでは、県内研修病院の指導医を対象とした講習会を

年2回（各2日間）開催しております。MEDCは講習会責任の一端を担い、企画・運営を

担当いたしました。令和7年度は初日をオンライン、2日目を対面とし、有機的に組み合わ

せて実施いたしました。臨床研修制度の動向に加え、コーチングや評価、R2C2モデルを

取り入れ、理論と実践を往還する構成といたしました。さらに、研修医の働き方改革と日々

の研修・研鑽の在り方を考えるセッションも設け、持続可能な学修環境について議論を深

めました。教育を「研鑽」から「研修」として位置づけ直し、多様なキャリアや子育て世

代の指導医のニーズにも応答しながら、今後も講習会の質向上に努めてまいります。

ユニットの会
UNIT ASSOCIATION

MEDCは、全国の医学部や大学病院にある医学教育に関連する部門が集う“ユニットの会”

の事務局として、全国の幹事校の皆様とともに運営しています。活動のプラットフォーム

は主に2つです。1つはメーリングリストで、実情や改善のアイディアを共有するためのア

ンケートの実施や意見交換、各大学でのセミナーやワークショップなどの開催案内、カリキュ

ラム開発や改訂に関する情報共有が活発に行われてきました。もう1つは対面/オンライン

でのFDです。これまでは年に一度の日本医学教育学会大会で、顔合わせを兼ねて総会と

して実施されてきましたが、令和７年度は拠点活動の効果を全国にさらに波及するために、

他大学ユニットとの間での互助・協働・共創の場の設定やネットワークの再編成を図るた

め、5月の東京でのセミナー＆ワークショップ、7月の学術大会（秋田）でニーズを集約し、

11月のセミナー＆ワークショップ（鹿児島）では初の九州地区大会が行われました。令和

8年度も引き続き、地域ごとの連携、地域を超えた連携の場として成長してまいります。

－ 56 －



臨床スキル・シミュレーションラボ
SKILLS-LAB

臨床スキル・シミュレーションラボ（スキルスラボ）は、教育福利棟4階に設置されてお
り、医療現場で必要となる基本的な手技をシミュレータ等を用いて演習できる施設です。
2025年度（2025年4月〜2026年3月）の年間利用者数は2,613名でした。利用者の多
くは医学部医学科学生であり、その利用目的は主に臨床実習や選択臨床実習での臨床実習
技能訓練で、小児科、総合内科、外科、泌尿器科、呼吸器内科がスキルスラボで学生教
育を行っています。またOSCE前実習やOSCE試験にも活用されます。今年度もPre・
Post CC-OSCEに対する自主練習においては、予約枠を設定することで、すべての希望
者が十分練習できるようにしました。また、昨年度に引き続き、HoloLensを使用し、バー
チャル患者を診察する教育（地域医療医学センター）を取り入れました。その他、3つの
サークル「基本的臨床技能の会」、「Gifu Emergency Medical students」「GIFMSA（国
際医学生連盟岐阜）」が定期的に活動を行っています。卒後教育では、研修医のオリエン
テーション、看護部の新人研修、さらには特定行為看護師の研修でも利用いただいています。
引き続き、学内外の皆様が積極的に利用できるような環境づくりを目指してまいります。

岐阜大学模擬患者の会
SIMULATED PATIENT ASSOCIATION

本会は、患者役として医療者教育にご協力いただく市民の会です。模擬患者（SP）の協力

は医療者教育に欠かせないものとなっています。令和8年3月現在、30名（男性7名、女性

23名）が活動しています。本年度は、4年生の「医師患者関係」実習および4年生・6年生

のOSCEを中心に、多くの模擬患者の皆さまに患者役としてご協力いただきました。さらに、

1年生のヘルスケアシステム演習におけるコミュニケーション実習で学生とのやりとりに

ご協力いただいたほか、4年生の「医師患者関係」では市民として学生のインタビューに

応じていただくなど、幅広くご活躍いただいています。また、令和5年度から臨床実習前

OSCEが公的化されたことに伴い、11名の「認定標準模擬患者」の皆さまにもご活躍いた

だきました。令和8年度も、より充実した活動につながるよう、継続的な支援を行ってま

いります。
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医学教育分野のIR実践
PRACTICE OF INSTITUTIONAL RESEARCH IN MEDICAL EDUCATION

岐阜大学医学部医学科では、2017年に「医学教育IR室」が正式発足し、学生及びカリキュ

ラムを統括的に評価する役割を担っています。Institutional Research（IR）とは、学内

のデータを収集・分析・報告することで大学の改善を促すことです。2022年度には、分

野別国際認証での指南を反映させるべく、IR室の上位組織としてプログラム評価委員会

が発足し、西城センター長が委員長となりました。2023年度からは東海国立大学の連携

のもと名古屋大学との匿名化したうえでのアンケートの結果共有の連携が始まりました。

2024年7月には野村併任講師が着任し、学習環境尺度の開発などソフトアウトカムに関連

する調査も名古屋大学との連携のもと実施しています。

マギル大学臨床教育研修会
PRACTICUM PROGRAM ON TEACHING IN THE CLINICAL SETTING AT McGill UNIVERSITYN

岐阜県医師育成・確保コンソーシアムが主催するカナダ・マギル大学における臨床指導医

向け国際短期研修会において、MEDCからは西城センター長が日本側ディレクターを務め、

運営に携わっております。これまで2014・2015・2017・2019・2023年に岐阜県内

の指導医を引率してまいりましたが、令和7年度（2025）はカナダからの招聘は行わず、

日本人参加者9名がマギル大学を訪問し研修を修了いたしました。講師の野村理も研修ファ

シリテーターとして参加し、地域共創型飛騨高山医療者教育学講座からは髙橋美裕希準教

授が総合内科医として参加いたしました。これにより、これまでの修了者は総計59名とな

りました。本事業は隔年で相互交流を行っており、2026年度は交流の順番によりカナダ

の指導医を岐阜に招聘する予定です。今後も国際的視野をもつ指導医育成を通じ、岐阜県

全体の臨床指導力向上に貢献してまいります。
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沿 革 

⻄  暦 医学教育開発研究センター 医学教育と社会背景 

1964  岐阜大学に医学部設置 

1969  ⽇本医学教育学会の創⽴ 牛場大蔵会
⻑ 

1973  WHO 主催 第 1 回 Teachers 
Training ワークショップ開催（豪州シド
ニー）⽇本から、牛場大蔵（慶應義塾
大）・⽇野原重明（聖路加国際病
院）・舘正知（岐阜大医学部⻑）の 3
名が参加 

1974  WHO 主催 第 2 回 Teachers 
Training ワークショップ開催（豪州シド
ニー）⽇本から尾島昭次（岐阜大医学
部）らが参加 

1995  岐阜大学医学部に国⽴大学で初めてテ
ュートリアル教育を導入 

1997  ⽇本医学教育学会が⽇本医学会に第
90 分科会として加盟 

2000.3. 
2000.9.15-17 
2000.12.22 

第 1 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 2 回医学教育セミナーとワークショップ 
医学教育開発研究センター 設置認可 

医学教育学会 尾島昭次会⻑ 
32 回医学教育学会（東北大） 
東京大学医学教育国際協⼒研究センタ
ー開設 

2001 
 
2001.5.29 
2001.8.27-30 
2001.11.8-10 

医学教育開発研究センター開設 
客員教授 Chirasak Khamboonruang 先生招聘 
記念式典・基調講演・祝賀会（岐阜ルネサンスホテル） 
第 3 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 2 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 

33 回医学教育学会（東海大） 
医学教育モデル・コア・カリキュラム策定 
アメリカ同時多発テロ 

2002 
 
 
 
2002.5.24-26 
2002.8.26-28 
2002.11.12-14 
2002.11.16-17 

知的クラスター創成事業受託 
客員教授 Gregg Colvin 先生招聘 
スタッフ海外研修（メルボルン大学、シドニー病院視察） 
スタッフ海外研修（マーストリヒト大学視察） 
第 4 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 5 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 3 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 6 回医学教育セミナーとワークショップ 

34 回医学教育学会（昭和大） 
東京医科⻭科大学医⻭学教育システム
研究センター開設 
FIFA ワールドカップ 
岐阜大学医学部が司町から柳⼾キャン
パスへ移転 

2003 
 
 
2003.1.25-26 
2003.5.23-25 
2003.7.31-8.2 
2003.10.25-26 
2003.11.12-14 

特⾊ある大学教育⽀援プログラム（⽂科省）「能動・思考促進型
を柱とする全人的医学教育」採択 
客員教授 Jutty Ramesh 先生招聘 
第 7 回医学教育セミナーとワークショップ（久留⽶大） 
第 8 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 9 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 10 回医学教育セミナーとワークショップ（近畿大） 
第 4 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 

医学教育学会 齋藤宣彦会⻑ 
35 回医学教育学会（佐賀医大） 
SARS 
 

 

⻄  暦 医学教育開発研究センター 医学教育と社会背景 

2004 
2004.1.31 
2004.5.22-23 
2004.8.5-7 
2004.10.23-24 
2004.11.24-26 

客員教授 Ratanavadee Nanagara 先生招聘 
第 11 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 12 回医学教育セミナーとワークショップ（藤田医科大） 
第 13 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 14 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 5 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 

36 回医学教育学会（高知大） 
新医師臨床研修制度施⾏ 
医療系大学間共⽤試験実施評価機構 
岐阜大学医学部・附属病院移転 
スマトラ島沖地震・大津波 

2005 
2005.1.29-30 
2005.4.23-24 
2005.8.26-28 
2005.11.5-6 
2005.11.28-30 

スタッフ海外研修（ハーバード大学） 
第 15 回医学教育セミナーとワークショップ（慈恵医大） 
第 16 回医学教育セミナーとワークショップ（⾦沢医大） 
第 17 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 18 回医学教育セミナーとワークショップ（岩手医大） 
第 6 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 

37 回医学教育学会（東京大） 
共⽤試験 CBT/OSCE 正式実施 
中部国際空港（セントレア）開港 
愛知万博 

2006 
 
2006.1.28-29 
2006.4.22-23 
2006.8.25-27 
2006.10.28-29 
2006.11.27-29 

客員教授 Phillip Evans 先生招聘 
スタッフ海外研修（スコットランド） 
第 19 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 20 回医学教育セミナーとワークショップ（筑波大） 
第 21 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 22 回医学教育セミナーとワークショップ（横浜市大） 
第 7 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 

38 回医学教育学会（奈良医大） 
人口減少社会に突入 
医療崩壊問題 

2008 
 
2008.1.12-13 
2008.5.10-11 
2008.6.7 
2008.8.4-6 
2008.10.25-26 
2008.12.3-5 

医学教育学博士課程開講 
客員教授 Jan-Joost Rethans 先生招聘 
第 27 回医学教育セミナーとワークショップ（名城大） 
第 28 回医学教育セミナーとワークショップ（大阪医大） 
岐阜大学模擬患者の会 10 周年シンポジウム 
第 29 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 30 回医学教育セミナーとワークショップ（⽇本医大） 
第 9 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 

40 回医学教育学会（東京医大） 
医学部定員増・地域枠入試導入 
リーマンショック 
後期高齢者医療制度 

2009 
 
 
 
2009.1.24-25 
2009.5.16-17 
2009.8.7-9 
2009.10.28-30 
2009.11.14-15 

現代的教育ニーズ取り組み⽀援プログラム（⽂科省）「臨床医学
教育を強化向上させる ICT」採択 
客員教授 Jennifer Cleland 先生招聘 
スタッフ海外研修（グラスゴー大学 OSCE 視察） 
第 31 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 32 回医学教育セミナーとワークショップ（慶應義塾大） 
第 33 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 10 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 34 回医学教育セミナーとワークショップ（札幌医大） 

医学教育学会 伴信太郎会⻑ 
41 回医学教育学会（近畿大） 
新型インフルエンザパンデミック 

2010 
 
 
 
 
2010.1.23-24 
2010.5.22-23 
2010.8.27-29 
2010.10.27-29 
2010.11.6-7 
2010.12.21 

教育関係共同利⽤拠点認定（第 1 期） 
客員教授 Peter Baton 先生招聘 
客員教授 Phillip Evans 先生招聘 
アフガニスタン医学教育研修受入 
スタッフ研修（スコットランド医学教育視察） 
第 35 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 36 回医学教育セミナーとワークショップ（東邦大） 
第 37 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 11 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 38 回医学教育セミナーとワークショップ（名古屋大） 
10 周年外部評価 

42 回医学教育学会（⽇本医大） 
⽇本医学教育学会が一般社団法人とな
る 
ECFMG 通告（2023 年問題） 
小惑星探査機はやぶさ帰還 
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2004 
2004.1.31 
2004.5.22-23 
2004.8.5-7 
2004.10.23-24 
2004.11.24-26 

客員教授 Ratanavadee Nanagara 先生招聘 
第 11 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 12 回医学教育セミナーとワークショップ（藤田医科大） 
第 13 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 14 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 5 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 

36 回医学教育学会（高知大） 
新医師臨床研修制度施⾏ 
医療系大学間共⽤試験実施評価機構 
岐阜大学医学部・附属病院移転 
スマトラ島沖地震・大津波 

2005 
2005.1.29-30 
2005.4.23-24 
2005.8.26-28 
2005.11.5-6 
2005.11.28-30 

スタッフ海外研修（ハーバード大学） 
第 15 回医学教育セミナーとワークショップ（慈恵医大） 
第 16 回医学教育セミナーとワークショップ（⾦沢医大） 
第 17 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 18 回医学教育セミナーとワークショップ（岩手医大） 
第 6 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 

37 回医学教育学会（東京大） 
共⽤試験 CBT/OSCE 正式実施 
中部国際空港（セントレア）開港 
愛知万博 

2006 
 
2006.1.28-29 
2006.4.22-23 
2006.8.25-27 
2006.10.28-29 
2006.11.27-29 

客員教授 Phillip Evans 先生招聘 
スタッフ海外研修（スコットランド） 
第 19 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 20 回医学教育セミナーとワークショップ（筑波大） 
第 21 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 22 回医学教育セミナーとワークショップ（横浜市大） 
第 7 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 

38 回医学教育学会（奈良医大） 
人口減少社会に突入 
医療崩壊問題 

2008 
 
2008.1.12-13 
2008.5.10-11 
2008.6.7 
2008.8.4-6 
2008.10.25-26 
2008.12.3-5 

医学教育学博士課程開講 
客員教授 Jan-Joost Rethans 先生招聘 
第 27 回医学教育セミナーとワークショップ（名城大） 
第 28 回医学教育セミナーとワークショップ（大阪医大） 
岐阜大学模擬患者の会 10 周年シンポジウム 
第 29 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 30 回医学教育セミナーとワークショップ（⽇本医大） 
第 9 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 

40 回医学教育学会（東京医大） 
医学部定員増・地域枠入試導入 
リーマンショック 
後期高齢者医療制度 

2009 
 
 
 
2009.1.24-25 
2009.5.16-17 
2009.8.7-9 
2009.10.28-30 
2009.11.14-15 

現代的教育ニーズ取り組み⽀援プログラム（⽂科省）「臨床医学
教育を強化向上させる ICT」採択 
客員教授 Jennifer Cleland 先生招聘 
スタッフ海外研修（グラスゴー大学 OSCE 視察） 
第 31 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 32 回医学教育セミナーとワークショップ（慶應義塾大） 
第 33 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 10 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 34 回医学教育セミナーとワークショップ（札幌医大） 

医学教育学会 伴信太郎会⻑ 
41 回医学教育学会（近畿大） 
新型インフルエンザパンデミック 

2010 
 
 
 
 
2010.1.23-24 
2010.5.22-23 
2010.8.27-29 
2010.10.27-29 
2010.11.6-7 
2010.12.21 

教育関係共同利⽤拠点認定（第 1 期） 
客員教授 Peter Baton 先生招聘 
客員教授 Phillip Evans 先生招聘 
アフガニスタン医学教育研修受入 
スタッフ研修（スコットランド医学教育視察） 
第 35 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 36 回医学教育セミナーとワークショップ（東邦大） 
第 37 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 11 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 38 回医学教育セミナーとワークショップ（名古屋大） 
10 周年外部評価 

42 回医学教育学会（⽇本医大） 
⽇本医学教育学会が一般社団法人とな
る 
ECFMG 通告（2023 年問題） 
小惑星探査機はやぶさ帰還 
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2011 
 
 
2011.1.22-23 
2011.5.14-15 
2011.6.1-3 
2011.8.5-7 
2011.11.19-20 

医学教育開発研究センター開設 10 周年  
客員教授 劉 克明先生招聘 
外部評価 
第 39 回医学教育セミナーとワークショップ（広島大） 
第 40 回記念医学教育セミナーとワークショップ・10 周年記念式典 
第 12 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 41 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 42 回医学教育セミナーとワークショップ（千葉大） 

43 回医学教育学会（広島大） 
医学教育モデル・コア・カリキュラム改定 
東⽇本大震災・福島第一原発事故 
FIFA ⼥⼦ワールドカップ 
 

2012 
 
 
2012.1.28-29 
2012.5.26-27 
2012.6.6-8 
2012.8.17-19 
2012.10.26-28 

客員教授 Farhan Bhanji 先生招聘 
スタッフ研修（マギル大学医学教育視察） 
医学教育賞懸田賞（⻄城卓也） 
第 43 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 44 回医学教育セミナーとワークショップ（福島医大） 
第 13 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 45 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 46 回医学教育セミナーとワークショップ 

医学教育学会 伴信太郎理事⻑ 
44 回医学教育学会（慶應義塾大） 
MERS 
山中伸弥 ノーベル賞 
 

2013 
2013.1.25 
2013.1.26-27 
2013.5.8-10 
2013.6.8-9 
2013.8.9-10 
2013.11.1-3 

スタッフ研修（グラスゴー大学、エジンバラ大学） 
第 47 回プレカンファレンス（WFME スタンダード） 
第 47 回医学教育セミナーとワークショップ（琉球大） 
第 14 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 48 回医学教育セミナーとワークショップ（京都大） 
第 49 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 50 回記念医学教育セミナーとワークショップ 

45 回医学教育学会（千葉大） 
医学教育分野別評価トライアル開始 

2014 
 
 
2014.1.27-28 
2014.5.13-15 
2014.5.24-25 
2014.8.8-10 
2014.8.27-30 
2014.10.18-19 
2014.10.27-31 

 
2014.12.5 

客員教授 Susan Bridges 先生招聘 
特任教授 Phillip Evans 先生招聘 
Trevor Gibbs 先生招聘 
第 51 回医学教育セミナーとワークショップ（東京医科⻭科大） 
第 15 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 52 回医学教育セミナーとワークショップ（秋田大） 
第 53 回医学教育セミナーとワークショップ 
スタッフ研修（ヘルシンキ大学） 
第 54 回医学教育セミナーとワークショップ（九州大） 
第 1 回岐阜県内臨床研修病院指導医のための実践的研修 

“Teaching in the Clinical Setting”（マギル大） 
大学改⾰シンポジウム「地域・市⺠とともに育てる医療人」 

医学教育学会 伴信太郎理事⻑ 
46 回医学教育学会（和歌山医大） 
⽇本専門医機構設⽴ 
医学教育専門家制度発⾜ 
デング熱 
御嶽山噴火 

2015 
 
 
 
 
2015.1.31-2.1 
2015.5.13-15 
2015.6.6-7 
 
2015.8.7-9 
2015.10.17-18 
2015.11.2-6 

教育関係共同利⽤拠点認定（第 2 期） 
フェローシップ・アソシエイト制度開始 
客員教授 Daisy Rotzoll 先生招聘 
医学教育賞牛場賞 （高橋優三） 
医学教育賞⽇野原賞（鈴⽊康之） 
第 55 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 16 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 56 回医学教育セミナーとワークショップ（埼玉医大） 
フェローシッププログラム︓メドギフト 2015 開催 
第 57 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 58 回医学教育セミナーとワークショップ（香川大） 
第 2 回岐阜県内臨床研修病院指導医のための実践的研修 
“Teaching in the Clinical Setting”（マギル大） 

47 回医学教育学会（新潟大） 
岐阜大学医学教育分野別評価トライア
ル受審 
大村智、梶田隆章 ノーベル賞 
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2016 
2016.1.23-24 
2016.5.11-13 
2016.5.21-22 
 
2016.8.19-21 
2016.10.22-23 

客員教授 Yvonne Steinert 先生招聘  
第 59 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 17 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 60 回医学教育セミナーとワークショップ（東京医大） 
フェローシッププログラム︓メドギフト 2016 開催 
第 61 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 62 回医学教育セミナーとワークショップ（兵庫医大） 

医学教育学会 鈴⽊康之理事⻑ 
48 回医学教育学会（大阪医大） 
東北医科薬科大学医学部新設 
熊本地震 

2017 
2017.1.27-29 
2017.5.10-12 
2017.4.22-23 
2017.7.21-23 
 
2017.10.14-15 
2017.10.23-27 

客員教授 Linda Snell 先生招聘 
第 63 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 18 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 64 回医学教育セミナーとワークショップ（昭和大） 
第 65 回医学教育セミナーとワークショップ 
フェローシッププログラム︓メドギフト 2017 開催 
第 66 回医学教育セミナーとワークショップ（岡山大） 
第 3 回岐阜県内臨床研修病院指導医のための実践的研修 
“Teaching in the Clinical Setting”（マギル大） 

49 回医学教育学会（札幌医大） 
⽇本医学教育評価機構設⽴ 
岐阜大学医学教育分野別評価認定 
医学教育モデル・コア・カリキュラム改定 
Post-CC OSCE トライアル開始 
国際医療福祉大学医学部新設 

2018 
2018.1.27-28 
2018.6.1-3 
2018.6.2-3 

 
 
2018.8.18-19 
2018.11.3-4 

客員教授 Joyce Pickering 先生招聘 
第 67 回医学教育セミナーとワークショップ（早稲田大） 
第 19 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 68 回医学教育セミナーとワークショップ（第 6 回⽇本シミュレーシ
ョン医療教育学会併催） 
フェローシッププログラム︓メドギフト 2017 開催 
第 69 回医学教育セミナーとワークショップ（信州大） 
第 70 回医学教育セミナーとワークショップ（自治医科大） 

医学教育学会 鈴⽊康之理事⻑ 
50 回医学教育学会（東京医科⻭科
大） 
医師国家試験問題 400 問へ 
医⾏為に関する研究班（門田班） 
本庶佑 ノーベル賞 
新専門医制度施⾏ 
医学部不適切入試問題 

2019 
 
2019.1.25-27 
2019.5.24-26 
2019.5.25-26 
 
2019.7.28 
2019.8.9-10 
2019.8.29-31 
2019.10.12-13 

 
2019.10.28-11.1 

医療者教育学専攻修⼠課程認可（⽂科省設置審） 
Jennifer Cleland 先生招聘 
第 71 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 20 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 72 回医学教育セミナーとワークショップ 
フェローシッププログラム︓メドギフト 2019 開催 
セミナー「格差時代の医学部入学を考える」 
第 73 回医学教育セミナーとワークショップ（愛知学院大） 
スタッフ研修（ライプツィヒ大学） 
第 74 回医学教育セミナーとワークショップ（国際医療福祉大）
（台風により中止） 
第 4 回岐阜県内臨床研修病院指導医のための実践的研修
Teaching in the Clinical Setting（マギル大） 

51 回医学教育学会（京都府⽴医
大） 
平成から令和へ 
働き方改⾰ 
ラグビーW 杯 
吉野彰 ノーベル賞 

2020 

 
 
2020.1.25-26 
2020.5.22-24 

 
2020.5.23-24 
2020.10.2-4 

医療者教育学専攻修士課程開講 
教育関係共同利⽤拠点認定（第３期） 
フェローシッププログラム︓メドギフト 2020 開催 
第 75 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 21 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修（COVID-
19 パンデミックにより中止） 
第 76 回医学教育セミナーとワークショップ（ウェブ） 
第 77 回医学教育セミナーとワークショップ（ウェブ） 
 
 

医学教育学会 小⻄靖彦理事⻑ 
52 回医学教育学会（⿅児島大） 
COVID-19 パンデミック 
東海国⽴大学機構設⽴ 
はやぶさ 2 帰還 
東京オリンピック延期 
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2016 
2016.1.23-24 
2016.5.11-13 
2016.5.21-22 
 
2016.8.19-21 
2016.10.22-23 

客員教授 Yvonne Steinert 先生招聘  
第 59 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 17 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 60 回医学教育セミナーとワークショップ（東京医大） 
フェローシッププログラム︓メドギフト 2016 開催 
第 61 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 62 回医学教育セミナーとワークショップ（兵庫医大） 

医学教育学会 鈴⽊康之理事⻑ 
48 回医学教育学会（大阪医大） 
東北医科薬科大学医学部新設 
熊本地震 

2017 
2017.1.27-29 
2017.5.10-12 
2017.4.22-23 
2017.7.21-23 
 
2017.10.14-15 
2017.10.23-27 

客員教授 Linda Snell 先生招聘 
第 63 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 18 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 64 回医学教育セミナーとワークショップ（昭和大） 
第 65 回医学教育セミナーとワークショップ 
フェローシッププログラム︓メドギフト 2017 開催 
第 66 回医学教育セミナーとワークショップ（岡山大） 
第 3 回岐阜県内臨床研修病院指導医のための実践的研修 
“Teaching in the Clinical Setting”（マギル大） 

49 回医学教育学会（札幌医大） 
⽇本医学教育評価機構設⽴ 
岐阜大学医学教育分野別評価認定 
医学教育モデル・コア・カリキュラム改定 
Post-CC OSCE トライアル開始 
国際医療福祉大学医学部新設 

2018 
2018.1.27-28 
2018.6.1-3 
2018.6.2-3 

 
 
2018.8.18-19 
2018.11.3-4 

客員教授 Joyce Pickering 先生招聘 
第 67 回医学教育セミナーとワークショップ（早稲田大） 
第 19 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 68 回医学教育セミナーとワークショップ（第 6 回⽇本シミュレーシ
ョン医療教育学会併催） 
フェローシッププログラム︓メドギフト 2017 開催 
第 69 回医学教育セミナーとワークショップ（信州大） 
第 70 回医学教育セミナーとワークショップ（自治医科大） 

医学教育学会 鈴⽊康之理事⻑ 
50 回医学教育学会（東京医科⻭科
大） 
医師国家試験問題 400 問へ 
医⾏為に関する研究班（門田班） 
本庶佑 ノーベル賞 
新専門医制度施⾏ 
医学部不適切入試問題 

2019 
 
2019.1.25-27 
2019.5.24-26 
2019.5.25-26 
 
2019.7.28 
2019.8.9-10 
2019.8.29-31 
2019.10.12-13 

 
2019.10.28-11.1 

医療者教育学専攻修⼠課程認可（⽂科省設置審） 
Jennifer Cleland 先生招聘 
第 71 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 20 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修 
第 72 回医学教育セミナーとワークショップ 
フェローシッププログラム︓メドギフト 2019 開催 
セミナー「格差時代の医学部入学を考える」 
第 73 回医学教育セミナーとワークショップ（愛知学院大） 
スタッフ研修（ライプツィヒ大学） 
第 74 回医学教育セミナーとワークショップ（国際医療福祉大）
（台風により中止） 
第 4 回岐阜県内臨床研修病院指導医のための実践的研修
Teaching in the Clinical Setting（マギル大） 

51 回医学教育学会（京都府⽴医
大） 
平成から令和へ 
働き方改⾰ 
ラグビーW 杯 
吉野彰 ノーベル賞 

2020 

 
 
2020.1.25-26 
2020.5.22-24 

 
2020.5.23-24 
2020.10.2-4 

医療者教育学専攻修士課程開講 
教育関係共同利⽤拠点認定（第３期） 
フェローシッププログラム︓メドギフト 2020 開催 
第 75 回医学教育セミナーとワークショップ 
第 21 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修（COVID-
19 パンデミックにより中止） 
第 76 回医学教育セミナーとワークショップ（ウェブ） 
第 77 回医学教育セミナーとワークショップ（ウェブ） 
 
 

医学教育学会 小⻄靖彦理事⻑ 
52 回医学教育学会（⿅児島大） 
COVID-19 パンデミック 
東海国⽴大学機構設⽴ 
はやぶさ 2 帰還 
東京オリンピック延期 
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⻄  暦 医学教育開発研究センター 医学教育と社会背景 

2021 
 
 

2021.1.22-23 
2021.5.21-23 
 
 
2021.11.13-14 

医学教育開発研究センター20 周年 
フェローシッププログラム︓メドギフト 2021 開催 
第 78 回医学教育セミナーとワークショップ（ウェブ） 
第 79 回医学教育セミナーとワークショップ（ウェブ） 
第 22 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修（ウェブ） 
第 3 期拠点事業教職協働スターターキット開講 
第 80 回医学教育セミナーとワークショップ（with 聖隷浜松病院） 

53 回医学教育学会（自治医大） 
COVID-19 パンデミック 
新型コロナウィルス ワクチン接種開始 
東京オリンピック開催 
真鍋叔郎 ノーベル賞 
医学教育分野別評価 2 巡目受審 

2022 
 

 
2022.1.22-23 
2022.3.18 
2022.3.25 
2022.5.19-21 
 

2022.10.28-29 

フェローシッププログラム︓メドギフト 2022 開催 
医学教育賞⽇野原賞（⻄城卓也） 
医学教育賞懸田賞（今福輪太郎） 
第 81 回医学教育セミナーとワークショップ（ウェブ） 
MEDTaalk プラス︓『さまざまな「学習・学修できない」と、その⽀援』 
医療者教育学専攻修⼠課程 一期生修了 
第 82 回医学教育セミナーとワークショップ（ウェブ） 
第 23 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修（ウェブ） 
第 83 回医学教育セミナーとワークショップ（関⻄医科大） 

医学教育学会 小⻄靖彦理事⻑ 
54 回医学教育学会（群馬大） 
北京オリンピック開催 
ロシア ウクライナ侵攻 
円急落 
サッカーW 杯 

2023 
2023.1.26-28 
2023.3.25 
2023.5.24-26 
2023.5.24-25 
2023.6.1 
 
 
2023.10.6-7 

フェローシッププログラム︓メドギフト 2023 開催 
第 84 回医学教育セミナーとワークショップ（ウェブ） 
医療者教育学専攻修⼠課程 ⼆期生修了 
第 85 回医学教育セミナーとワークショップ（ウェブ） 
第 24 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修（ウェブ） 
５G を活⽤した遠隔授業の実験が電波利⽤を通じた医療分野の発
展に貢献したとして、東海情報通信懇談会において「東海情報懇談
会 会⻑賞」を受賞 
第 86 回医学教育セミナーとワークショップ（富山大） 

55 回医学教育学会（⻑崎） 
侍ジャパン、WBC で世界一に 
こども家庭庁・こども基本法新設 
世界の総人口が 80 億人を超える 
COVID-19 「5 類」へ移⾏ 
生成 AI の高度化と普及が急速に進む 
英国チャールズ国王戴冠式 
将棋 藤井聡太 史上初八冠に 

2024 
 

 
 
 
2024.1.18-20 
2024.3.25 
2024.4.1 
 

2024.5.22-24 
2024.5.22-24 
2024.10.26 

医学教育賞懸田賞（川上ちひろ・野村理） 
高度医療人材養成拠点形成事業（高度な臨床・研究能⼒を有す
る医師養成）小児希少難病に関する研究⼒向上に向けた医療者
サポート事業 が採択される 
フェローシッププログラム︓メドギフト 2024 開催 
第 87 回医学教育セミナーとワークショップ（ウェブ） 
医療者教育学専攻修⼠課程 三期生修了 
岐阜大学大学院医学系研究科寄附講座 地域共創飛騨高山医
療者教育学講座 開設 
第 88 回医学教育セミナーとワークショップ（ウェブ） 
第 25 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修（ウェブ）
第 89 回医学教育セミナーとワークショップ（愛知医科大） 

医学教育学会 錦織宏理事⻑ 
能登半島地震 最大震度 7 
JAXA 探索機 ⽉⾯着陸に成功 
H3 ロケット、初めて打ち上げ成功 
北陸新幹線 ⾦沢―敦賀間が延伸開
業 
円安・ドル高が一層進む 
56 回医学教育学会（帝京大） 
新紙幣発⾏ 
第 33 回夏季パリ五輪開催 
ノーベル平和賞に被団協 

2025 

 
2025.1.23-24 
2025.3.25 
2025.4.1 
 
2025.5.29-30 
2025.5.29-30 
2025.11.27-28 

教育関係共同利⽤拠点認定（第 4 期） 
フェローシッププログラム︓メドギフト 2025 開講 
第 90 回医学教育セミナーとワークショップ（ウェブ） 
医療者教育学専攻修⼠課程 四期生修了 
岐阜大学大学院医学系研究科希少難病研究室 開設 
医療者教育デザイナー養成講座「らいちょう」開講 
第 91 回医学教育セミナーとワークショップ（東京） 
第 26 回国公私⽴医学部・⻭学部教務事務職員研修（東京） 
第 92 回医学教育セミナーとワークショップ（⿅児島） 

第 47 代⽶国大統領にドナルド・トランプ
氏就任 
ソフトバンクと OpenAI 社が⽇本で合弁
会社設⽴ 
⽇本の出生数が過去最少を更新 
Microsoft 社「Skype」を終了 
大阪・関⻄万博開催 
57 回医学教育学会（秋田大） 
第 104 代首相に高市早苗就任。憲政
史上初の⼥性首相 
ノーベル生理学・物理学賞に坂口志⽂ 
ノーベル化学賞に北川進 

－ 63 －



 

2026 
2026.3.25 

フェローシッププログラム︓メドギフト 2026 開講 
医療者教育学専攻修⼠課程 五期生修了 

第 25 回冬季ミラノ・コルティナ五輪開催 
⽶・イスラエルがイランへ軍事攻撃 
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